
　
私
が
上
野
元
芳
先
生
に
こ

の
様
な
表
現
を
さ
せ
て
頂
く

こ
と
は
大
変
お
こ
が
ま
し
く

思
い
ま
す
が
、
先
生
の
訃
報

に
接
し
て
こ
の
こ
と
が
頭
に

浮
か
び
ま
し
た
。
「
巨
星
逝

く
」
は
「
三
国
志
」
に
由
来

す
る
と
言
わ
れ
、
偉
大
な
人

物
に
哀
悼
と
惜
別
の
念
を
込

め
て
弔
意
を
表
し
ま
す
。
そ

の
分
野
で
の
ご
功
績
を
残
さ

れ
、
後
世
に
語
り
継
が
れ
る

人
が
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ

た
時
の
表
現
で
、
深
い
敬
意

を
込
め
て
、
一
つ
時
代
が
終

わ
っ
た
感
が
あ
り
ま
す
。

芸 文 会 報（１） 令和８年３月31日 芸 文 会 報 （４）令和８年３月31日

加
盟
団
体
・
会
員
の
活
躍

令
和
七
年
度

◆
三
川
書
道
会

み
か
わ
秋
ま
つ
り
出
展
、
文
化
交

流
館
展
示

※
練
習
会
　
第
一
・
二
日
曜
日
（
三
公
）

◆
庄
内
羽
扇
会

　
荘
内
日
報
・
広
報
み
か
わ
・
芸
文

会
報
へ
の
掲
載
、
み
か
わ
秋
ま
つ

り
出
展

※
勉
強
会  

第
四
木
曜
日（
テ
オ
ト
ル
）

◆
コ
ー
ラ
ス
せ
せ
ら
ぎ

田
川
地
区
マ
マ
さ
ん
コ
ー
ラ
ス
交

歓
演
奏
会
・
町
民
音
楽
会
ふ
れ
あ

い
コ
ン
サ
ー
ト
参
加
、
芸
文
協
会

員
親
睦
会
に
て
発
表

※
練
習
会
　
第
二
・
四
月
曜
日
（
テ

　
オ
ト
ル
）

◆
大
正
琴
愛
好
会

　
芸
文
協
会
員
親
睦
会
に
て
発
表

※
練
習
会
　
第
二
・
四
金
曜
日（
三
公
）

◆
コ
ー
ル
・
カ
ト
レ
ア

田
川
地
区
マ
マ
さ
ん
コ
ー
ラ
ス
交

歓
演
奏
会
・
三
川
町
戦
没
者
追
悼

式
・
町
民
音
楽
会
ふ
れ
あ
い
コ
ン

サ
ー
ト
参
加
、
芸
文
協
会
員
親
睦

会
に
て
発
表

※
練
習
会
　
月
二
回
木
曜
日
（
テ
オ

　
ト
ル
）

◆
嵯
峨
御
流

ア
ト
ク
寺
子
屋
教
室
に
て
生
花
体

験
指
導
、
み
か
わ
秋
ま
つ
り
出
展

※
お
け
い
こ
　
第
二
・
四
土
曜
日
（
木

　
曽
宅
）

◆
ほ
ほ
え
み
会

荘
内
芸
能
大
会
・
さ
か
た
踊
り
を

楽
し
む
会
・
ク
ル
ー
ズ
船
レ
ガ
ッ

タ
寄
港
時
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
・
よ

れ
ち
ゃ
家
開
所
式
・
芸
文
協
踊
り

の
会
参
加
、芸
文
協
会
員
親
睦
会

に
て
発
表

※
練
習
会
　
毎
週
月
曜
日
（
テ
オ
ト

　
ル
・
福
セ
）

◆
宇
宙
組

み
ち
の
く
よ
さ
こ
い
祭
り
・
鶴
岡

天
神
祭
・
鶴
岡
つ
な
が
る
夏
ま
つ

り
・
ひ
ら
た
文
化
祭
・
み
か
わ
ま

ち
納
涼
祭
・
恵
風
園
ひ
な
祭
り
・

芸
文
協
踊
り
の
会
参
加

※
練
習
会
　
毎
週
木
曜
日
ま
た
は
金

　
曜
日
（
福
セ
）

◆
歌
声
な
の
花

み
か
わ
幼
稚
園
訪
問
交
流
会
・
な

の
花
荘
三
十
周
年
記
念
式
典
・
鶴

岡
市
上
平
形
保
全
会
秋
祝
・
町
民

音
楽
会
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
参

加
、
芸
文
協
会
員
親
睦
会
に
て
発

表
※
練
習
会
　
第
二
・
四
月
曜
日
（
テ

　
オ
ト
ル
）

◆
オ
カ
リ
ー
ナ
わ
ら
さ

町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
演
芸
発
表

会
・
町
民
音
楽
会
ふ
れ
あ
い
コ
ン

サ
ー
ト
参
加
、
芸
文
協
会
員
親
睦

会
に
て
発
表

※
練
習
会
　
第
二
・
四
火
曜
日
（
テ

　
オ
ト
ル
）

◆
三
川
美
術
会

　
山
形
県
総
合
美
術
展

　
　
　
入
選
　
成
田
　
邦
彰

梅
木
宗
雄
個
展
開
催
、
み
か
わ
秋

ま
つ
り
出
展

◆
三
川
茶
道
会

春
の
野
草
を
観
る
会
茶
会
・
み
か

わ
秋
ま
つ
り
茶
会
（
町
民
体
育
館
・

ア
ト
ク
先
生
の
館
）
開
催
、
ア
ト

ク
寺
子
屋
教
室
・
押
切
小
学
校
に

て
茶
道
体
験
指
導
、
芸
文
協
会
員

親
睦
会
に
て
発
表

※
お
け
い
こ 

毎
月
一
回
木
曜
日
（
ア

　
ト
ク
）

◆
バ
レ
エ
ア
カ
デ
ミ
ー
ジ
ャ
ス
ミ
ン

　
芸
文
協
踊
り
の
会
参
加

※
レ
ッ
ス
ン
　
土
・
日
曜
日
（
田
田

　
研
・
テ
オ
ト
ル
）

◆
つ
る
あ
み
サ
ー
ク
ル

　
み
か
わ
秋
ま
つ
り
出
展

※
活
動
日  

毎
月
二
回
火
曜
日（
テ
オ

　
ト
ル
）

◆
プ
ル
メ
リ
ア
三
川

瀬
波
温
泉
フ
ラ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
・
イ
オ
ン
東
北
ア
ロ
ハ
ヤ
マ
ガ

タ
、
芸
文
協
踊
り
の
会
参
加
、
芸

文
協
会
員
親
睦
会
に
て
発
表

※
練
習
会
　
毎
月
第
二
金
曜
日
（
田

　
田
研
）、第
四
金
曜
日（
テ
オ
ト
ル
）

◆
ベ
リ
ー
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル

芸
文
協
踊
り
の
会
参
加
、
芸
文
協

会
員
親
睦
会
に
て
発
表

※
練
習
会
　
毎
月
第
一
・
三
木
曜
日

　（
田
田
研
）

◆
三
匹
の
子
豚

三
匹
の
子
豚
フ
ァ
ー
ス
ト
コ
ン

サ
ー
ト
開
催
、
芸
文
協
会
員
親
睦

会
に
て
発
表

※
練
習
会
　
毎
月
第
二
・
四
水
曜
日

　（
横
山
上
セ
）

◆
ロ
ー
タ
ス
フ
ラ
ワ
ー
サ
ー
ク
ル

　
み
か
わ
秋
ま
つ
り
出
展

会員親睦会における発表（大正琴愛好会）

稲
の
成
育
に
不
安
も
あ
り
ま
し
た

が
、
幸
い
昨
年
な
み
の
生
産
量
に

安
心
し
ま
し
た
。そ
れ
に
、
芸
術
文

化
協
会
で
は
、
新
会
長
に
石
川
稔

氏
を
迎
え
、
新
規
加
盟
団
体
も
増

え
て
今
後
増
々
の
発
展
が
期
待
さ

れ
ま
す
。   

　
　
　
　
梅
木
　
宗
雄

あ
と
が
き

　
七
年
度
は
、
米
不
足
か
ら
販
売
価

格
高
騰
、
国
で
は
備
蓄
米
の
放
出
等

で
、
国
民
は
不
安
な
時
を
経
験
し
ま

し
た
。ま
た
、
米
の
安
価
を
求
め
右

往
左
往
し
ま
し
た
。米
生
産
者
は
六

月
か
ら
四
ヶ
月
間
の
高
温
に
よ
り
、

上
野
元
芳
先
生
ご
逝
去

90

0235-64-8310
0235-64-8311

山形県東田川郡三川町

大字押切新田字桜木8-1

事務局/教育委員会社会教育係内

会
長　

 

石
川　

稔

﹁
三
川
書
道
会
﹂の
発
足

　
昭
和
四
十
年
代
、
上
野
元
芳
先
生
の
提
言

で
、
三
川
町
公
民
館
の
事
業
と
し
て
新
た
に

書
道
ク
ラ
ブ
を
作
っ
た
ら
と
い
う
こ
と
に
な

り
、
約
十
五
人
の
希
望
者
に
よ
っ
て
「
三
川

書
道
会
」
が
発
足
し
ま
し
た
。
書
の
好
き
な

顔
ぶ
れ
が
揃
い
、
元
芳
先
生
が
指
導
を
担
当

さ
れ
て
二
〜
三
年
も
過
ぎ
た
頃
、
会
員
の
中

か
ら
級
や
段
を
取
る
話
が
出
始
め
て
き
た
時
、

元
芳
先
生
の
実
兄
で
当
時
、
県
立
酒
田
商
業

高
校
書
道
科
教
師
の
富
樫
鴻
州
（
こ
う
し
ゅ

う
）
先
生
が
始
め
ら
れ
た
「
書
響
会
」
の
話

が
出
ま
し
た
。

　
「
書
響
会
」
は
、
鴻
州
先
生
の
門
下
に
あ

た
る
加
藤
華
城
氏
・
佐
藤
苔
逕
氏
・
今
井
清

遊
氏
・
元
芳
先
生
の
四
名
を
同
人
と
し
て
発

足
し
た
書
の
研
究
機
関
で
あ
り
、
毎
月
の
会

誌
「
書
響
」
が
発
行
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

三
川
書
道
会
の
会
員
た
ち
は
、
書
響
会
へ
の

参
加
に
共
鳴
し
、
三
川
支
部
と
し
て
認
め
ら

れ
て
以
来
今
日
に
至
る
の
で
す
。

（
芸
文
会
報
第
七
十
号
よ
り
抜
粋
）

泉
書
道
会　

 

須
藤　

栄
弘

三
川
町
芸
術
文
化
協
会
顧
問

　
三
川
町
芸
術
文
化
協
会
顧
問
の

上
野
元
芳
先
生
が
去
る
一
月
二
十

四
日
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
謹
ん
で

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

　
元
芳
先
生
は
、
昭
和
五
十
九
年

か
ら
令
和
二
年
ま
で
の
三
十
五
年

と
い
う
長
い
間
会
長
と
し
て
、
さ

ら
に
退
任
後
は
顧
問
と
し
て
、
本

町
の
芸
術
文
化
の
振
興
と
協
会
の

発
展
に
お
力
を
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

　
中
で
も
、
会
報
の
発
行
と
と
も

に
、
吟
行
を
兼
ね
た
研
修
会
や
会

員
の
発
表
の
場
と
し
て
の
親
睦
会

の
開
催
な
ど
、
会
員
の
研
さ
ん
や

融
和
を
図
る
事
業
は
長
い
間
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
芸
文
会
報
に
五
十
話
を

連
載
し
た
「
三
川
の
伝
説
」
は
、

町
に
伝
わ
る
故
事
等
を
後
世
に
伝

え
る
貴
重
な
も
の
で
す
。
さ
ら
に
、

こ
の
芸
文
会
報
の
題
字
は
「
書

家
」
と
し
て
の
元
芳
先
生
が
書
か

れ
た
も
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
長
く

使
わ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
今
後
は
、
芸
術
や
生
活
文
化
な

ど
の
自
発
的
な
活
動
を
大
切
に
す

る
元
芳
先
生
の
意
を
大
切
に
し
、

本
町
の
芸
術
文
化
の
振
興
と
協
会

の
発
展
の
た
め
努
力
し
て
ま
い
る

こ
と
を
お
約
束
し
な
が
ら
、
心
か

ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

上
野
元
芳
先
生
追
悼

会員親睦会における発表（三匹の子豚）

施
設
名

 

三
　
　
公
：
三
川
町
公
民
館

 

ア
ト
ク
：
ア
ト
ク
先
生
の
館

 

テ
オ
ト
ル
：
子
育
て
交
流
施
設
テ
オ
ト
ル

 

福
　
　
セ
：
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

 

田
田
研
：
田
田
の
宿
研
修
セ
ン
タ
ー

 

横
山
上
セ
：
横
山
上
集
落
研
修
セ
ン
タ
ー

私
た
ち
は
お
寺
さ
ん
の
森
閑

と
し
た
座
禅
堂
で
ご
指
導
頂

き
ま
し
た
。
時
に
は
座
禅
の

体
験
も
さ
せ
て
頂
き
懐
か
し

く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
先
生

は
大
変
な
努
力
家
で
も
あ
ら

れ
、
い
つ
も
真
剣
に
作
品
に

向
き
合
っ
て
い
た
お
姿
が
忘

れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
一
枚
の
条

幅
を
書
か
れ
る
た
め
に
座
敷

一
面
に
数
十
枚
も
の
習
作
が

広
が
っ
て
い
た
事
も
あ
り
ま

し
た
。
遺
さ
れ
ま
し
た
作
品

は
私
達
の
心
の
中
で
長
く
こ

れ
か
ら
も
生
き
続
け
る
事
と

思
い
ま
す
。

巨
星
逝
く

き
ょ
　   

せ
い
　
　 

ゆ

　
三
川
誕
生
六
十
周
年
記
念
の
年
に
元
芳

先
生
が
自
費
出
版
さ
れ
、
各
小
学
校
・
中

学
校
・
保
育
園
・
幼
稚
園
、
町
内
会
公
民
館
、

町
公
民
館
、
図
書
室
等
に
配
布
さ
れ
た
。

は
ん
ど
め
い
ど
糸
蔵
楽
に

展
示
し
て
あ
る
元
芳
先
生
の
作
品

「三川の伝説
  語り継がれた五十の話」

※
活
動
日
　
毎
月
一
回
木
曜
日
（
テ

　
オ
ト
ル
）
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月
山
の
空
に
雪
雲
出
番
待
つ

晩
秋
や
縮
む
片
膝
も
の
思
ふ

ボ
ー
ナ
ス
を
内
ポ
ケ
ッ
ト
に
ス
キ
ッ
プ
し

小
春
日
に
結
ぶ
実
黒
き
茜
か
な

母
思
ふ
優
し
き
笑
み
や
小
春
か
な

ま
た
一
つ
老
ひ
の
顔
出
す
秋
桜

村
は
ず
れ
日
向
こ
ぼ
る
る
春
近
し

工
藤
ひ
ろ
し

佐
藤
　
誠
爾

曾
根
　
啓
視

庄
野
す
み
れ

土
田
　
　
秀

春
山
　
夏
海

菅
原
た
け
お

庄
内
羽
扇
会

　
昨
年
七
月
に
開
催
さ
れ
た

芸
術
文
化
協
会
会
員
親
睦
会

で
の
席
書
を
紹
介
し
ま
す
。

﹁
幽
趣
佳
境
︵
ゆ
う
し
ゅ
か

き
ょ
う
︶﹂
と
書
か
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
意
味
は
、 

奥
ゆ
か
し
く
上

品
な
趣
や
境
地
。
上
質
の
芸

術
に
触
れ
て
生
じ
る
感
覚
の

こ
と
。

　﹁
幽
趣
﹂
は
、
奥
ゆ
か
し
い

味
わ
い
の
意
。﹁
佳
境
﹂
は
、

元
来
は
良
い
場
所
の
こ
と
。

転
じ
て
、
上
品
で
味
わ
い
深

い
境
地
の
意
。

　
芸
術
文
化
協
会
に
ふ
さ
わ

し
い
言
葉
と
思
い
選
び
ま
し
た
。 

私
も
こ
の
よ
う
な
境
地
で

上
質
な
芸
術
に
触
れ
、
そ

れ
を
﹁
心
の
栄
養
﹂
に
し

て
豊
か
な
人
生
を
送
り
た

い
も
の
で
す
。

　
皆
様
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

心
の
輪
・
音
楽
の
響
き
つ
な
ぐ
音
楽
会

﹁
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
﹂
実
行
委
員
長　

 

佐
藤　

桂
子

サクソフォーン二重奏

町民音楽会～ふれあいコンサート～

二重唱（吉宮夫妻）

鍵盤ハーモニカアンサンブル

 弦楽四重奏

町野建設株式会社
〒997-1317
山形県東田川郡三川町大字成田新田
　　　　　　　　　　字前田元342
　 ＴＥＬ（0235）66－4069番
　 ＦＡＸ（0235）66－5008番

◎農業資材　◎包装資材

佐藤勝彦

　
今
年
度
も
、 

三
川
町
な
ら
で

は
の
あ
た
た
か
さ
と
多
彩
な
音

楽
の
響
き
が
い
っ
ぱ
い
の
文
字

通
り「
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
」

が
、 

テ
オ
ト
ル
で
盛
会
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
糸
蔵
楽
さ
ん
の
素
敵
な
チ
ャ

イ
ム
の
響
き
で
幕
開
け
。
舞
台

転
換
中
に
は
、
幕
前
で
、
三
川

町
七
十
周
年
記
念
に
ち
な
ん
だ

楽
し
い
ト
ー
ク
と
ク
イ
ズ
で
会

場
が
沸
き
ま
し
た
。

　
年
数
を
重
ね
た
味
わ
い
深
い

合
唱
の
数
々
に
、
素
敵
な
サ
ッ

ク
ス
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
弦
楽
器

や
オ
カ
リ
ナ
の
あ
た
た
か
な
演

奏
。
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
・
年
代

で
奏
で
ら
れ
る
、
彩
り
豊
か
な

ピ
ア
ノ
演
奏
。
そ
し
て
、
子
ど

も
達
が
奏
で
る
チ
ャ
ー
ミ
ン
グ

な
ベ
ル
・
チ
ャ
イ
ム
の
響
き
。

　
中
で
も
、
仲
睦
ま
じ
い
吉
宮

ご
夫
妻
の
伸
び
や
か
な
歌
声
と

微
笑
ま
し
い
ダ
ン
ス
に
は
、
会

場
か
ら
温
か
な
拍
手
が
た
く
さ

ん
届
け
ら
れ
ま
し
た
。
三
川
中

学
校
吹
奏
楽
部
の
皆
さ
ん
と
共

に
「
ふ
る
さ
と
」
の
大
合
唱
が

響
き
、
会
場
が
一
つ
と
な
っ
て

音
楽
会
は
閉
幕
。

　
準
備
段
階
か
ら
、
細
や
か
に

支
え
て
く
だ
さ
っ
た
社
会
教
育

係
の
方
々
、
ス
テ
ー
ジ
や
受
付

を
笑
顔
で
お
手
伝
い
し
て
く
れ

た
来
夢
来
人
の
皆
さ
ん
、
そ
し

て
会
場
に
足
を
運
ん
で
音
楽
を

心
か
ら
楽
し
み
拍
手
を
送
っ
て

く
だ
さ
っ
た
百
八
十
名
も
の
来

場
者
の
皆
様
に
、
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

その他　アトク先生の館月例作品展示、「奥泉光」後援会活動、
　　　　アトク寺子屋教室講師協力

会計監査、第１回幹事会

第１回評議員会

第３８回会員親睦会

第２回評議員会　　　

芸文会報８９号編集会議

第２回幹事会

第４回踊りの会

みかわ秋まつり作品展示参加

町民音楽会～ふれあいコンサート～参加

表彰状授与式

芸文会報８９号発行

第３回幹事会、芸文会報９０号編集会議

芸文会報９０号発行

７年４月９日（水）

　　４月23日（水）

　　７月20日（日）

　　８月27日（水）

　　10月６日（月）

　　10月26日（日）

　　11月１日（土）
　　  ～ ３日（月）

　　11月９日（日）

　　11月27日（木）

　　11月30日（日）

８年１月８日（木）

　　３月31日（火）

会
長
コ
ラ
ム
（
一
）

石
川
　
稔

　
来
年
は
町
民
音
楽
会
開
催

の
、
四
十
周
年
と
な
る
記
念

演
奏
会
に
な
り
ま
す
。

　
〜
芸
術
・
文
化
は
心
の
栄

養
〜
会
長
の
こ
の
言
葉
の
も

と
、
皆
様
か
ら
、
多
く
の
参

加
を
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、

楽
し
み
に
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

︵
三
省
堂 

﹁
四
字
熟
語
辞
典
﹂よ
り
︶

令和７年度 芸術文化協会のあゆみ

（席書は行書）


